
面
謝
性
理
論
を
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

（
承
前
）

近

　ト　　ム

縢

洋

逸

669

　
　
　
十
一

　
　
　
　
（
A
）

　
前
節
に
撃
て
は
カ
ッ
シ
ラ
…
の
相
封
性
理
論
の
室
間
論
に
加

へ
た
「
基
礎
付
け
」
の
批
判
を
與
へ
た
。
カ
ッ
シ
ラ
ー
以
外
に
は

新
…
カ
ン
ト
｛
學
派
…
か
ら
は
ぜ
リ
エ
ン
、
　
リ
プ
ケ
・
キ
ュ
ー
ン
、
シ
よ

ナ
イ
ダ
i
等
の
活
作
が
あ
る
が
、
い
つ
れ
の
論
調
も
批
判
力
も
ヵ

ッ
シ
ラ
ー
以
下
で
あ
り
、
謂
は
“
こ
れ
の
改
悪
版
に
す
ぎ
な
い
。

故
に
そ
れ
の
紹
介
批
判
は
、
こ
・
で
は
省
略
す
る
。

　
＊
　
肉
●
Q
り
。
霞
Φ
間
ど
　
d
δ
　
○
碁
㊦
ロ
一
誉
昌
。
噂
3
8
冨
甑
碗
。
剛
δ
　
切
。
（
H
窪
ε
コ
Q
　
号
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
拶
。
ぽ
識
話
銭
お
爵
8
二
〇
　
（
因
嘗
駐
嘗
臼
2
．
国
お
誹
一
§
ロ
蕗
聾
Φ
3
　
累
さ

　
　
O
Q
。
嫡
同
O
お
．
）

　
　
『
簗
艮
？
囚
蟄
ご
囚
き
吃
ξ
旨
p
穿
滋
。
F
（
尉
。
琴
簡
響
N
霞

　
　
溢
邑
。
ω
o
℃
霞
。
号
ω
曾
β
陸
。
・
9
窪
星
g
勢
ヨ
岳
く
賃
．
）
お
8
・

　
　
H
・
ω
0
9
魚
島
。
さ
∪
霧
㌘
毒
亭
N
簿
－
緊
，
O
び
剛
O
日
ぴ
魚
多
き
件
録
氏

　
　
国
冒
湾
。
冒
．
回
竃
H
．

相
欝
挫
理
論
為
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

　
既
に
述
べ
た
如
く
、
特
殊
相
封
性
理
論
に
完
全
な
無
理
解
を
示

し
た
假
構
主
義
者
0
・
ク
ラ
ウ
ス
は
當
然
起
も
一
般
相
封
性
理
論

及
び
こ
れ
の
武
器
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
幾
何
學
を
も
曲
解
す
る
。

　
リ
ー
マ
ン
幾
何
學
の
獲
端
を
つ
く
っ
た
ガ
ウ
ス
の
曲
面
論
が

曲
面
の
性
質
を
論
ず
る
と
き
に
、
こ
の
曲
面
を
含
む
三
次
元
ユ
ー

ク
リ
ッ
ド
室
間
を
捨
象
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
を
ク
ラ
ウ
ス
は
全
く
「
純
梓
に
假
構
的
」
（
三
八
八
頁
）
で

あ
る
と
し
て
、
非
難
を
あ
び
せ
て
み
る
が
、
實
に
彼
の
幼
稚
な
思

考
ヵ
に
は
…
賦
す
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
も
專
ら
現
象
の
表
面
に

の
み
か
｝
づ
ら
ふ
経
、
験
主
義
の
賜
も
の
で
あ
ら
う
。

　
ガ
ウ
ス
の
方
法
は
曲
面
の
性
質
を
曲
面
自
身
の
内
部
に
あ
る

座
標
系
（
所
謂
ガ
ウ
ス
の
曲
線
座
標
系
）
で
以
て
研
究
す
る
。
こ
の

方
法
が
曲
面
自
身
の
内
的
本
質
を
示
す
こ
と
に
於
て
は
、
通
常
の

三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
室
間
に
。
冒
び
①
け
8
臥
し
て
考
察
す
る
方

、
七
「
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法
よ
り
も
遙
か
に
有
能
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
知
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
後
の
方
法
で
は
曲
面
の
性
質
以
外
に
、
そ
れ
の
室
聞
に
封

ず
ろ
外
的
關
係
。
か
混
入
し
て
來
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解

し
得
な
い
ク
ラ
ウ
ス
は
ガ
ウ
ス
、
リ
ー
マ
ン
的
方
法
に
よ
る
集
合

膿
の
研
究
に
す
べ
て
一
律
に
「
假
構
性
」
の
烙
印
を
や
き
つ
け
て

み
る
。
實
に
笑
ふ
べ
き
誤
解
で
あ
る
。

　
砦
　
ρ
目
罠
二
即
言
岸
μ
9
一
戸
＝
凱
罵
｝
雨
。
翁
○
。
・
○
貯
畠
費
国
ぎ
湾
魯
日
。
。
o
ぽ
鐸

　
　
茅
。
冥
三
樫
簿
塗
μ
8
H
δ
（
臣
最
．
9
℃
三
H
霧
．
H
H
・
切
二
・
ω
・
餌
幹
お
鎗
）

　
　
以
下
断
り
な
き
限
り
〃
ラ
ウ
ス
か
ら
の
引
用
の
頁
撒
ほ
本
論
丈
の

　
　
そ
れ
を
示
す
。

　
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
一
般
相
封
性
理
論
を
リ
ー
マ
ン
幾
何
學

を
用
み
て
究
明
し
た
が
、
こ
の
幾
何
學
と
物
理
學
と
の
開
係
を
ク

ラ
ウ
ス
は
輩
な
る
「
ア
ナ
乱
丁
イ
」
（
三
八
九
頁
）
、
し
か
も
「
假

獣
的
ア
ナ
ロ
ギ
イ
」
（
三
九
二
頁
）
と
言
っ
て
み
る
。
墜
ち
爾
者

の
關
係
は
偶
然
的
外
的
と
す
る
に
と
ゴ
ま
ら
す
、
假
構
性
を
宣
告

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
僑
」
で
あ
る
と
考
へ
る
。
だ
が
こ
の
宣
告

の
論
謹
を
ク
ラ
ウ
ス
が
何
塵
に
も
與
へ
て
る
な
い
の
は
遣
憾
で

あ
る
。

　
勿
論
わ
れ
わ
れ
に
キ
う
て
も
リ
ー
マ
ン
幾
何
學
と
相
鋤
性
理

七
二

論
と
ば
間
二
で
は
な
い
。
計
量
テ
ン
ゾ
ル
晦
蕃
と
重
力
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
は
同
一
で
は
な
い
。
然
し
爾
者
の
間
に
は
内
的
聯
開
が

あ
る
。
即
ち
後
者
に
よ
る
前
者
の
決
定
が
。

　
ま
た
惰
性
蓮
動
を
測
地
線
と
し
て
幾
何
學
的
に
表
示
し
得
る

の
は
、
測
地
線
が
最
短
線
で
あ
り
、
且
つ
座
標
憂
換
で
不
髪
で
あ

る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
惰
性
蓮
動
が
最
小
作
用
を
満
足
し
、
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

槻
測
系
の
如
何
に
拘
ら
ぬ
客
観
的
蓮
動
で
あ
る
こ
と
に
、
内
的
に

封
出
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
B
）

　
次
は
マ
ッ
ハ
の
弟
子
H
・
デ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
室
間
論
で
あ
る
。

　
彼
は
一
般
に
幾
何
學
的
な
る
も
の
に
就
て
至
当
に
よ
っ
て
何

h、

l
と
か
ゴ
決
定
さ
れ
得
る
か
？
し
と
の
問
ひ
に
封
し
て
「
不
可
能

な
り
」
と
答
へ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
例
へ
ば
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學

を
剛
膿
に
麺
課
し
た
丁
合
に
傷
と
な
る
こ
と
を
謹
明
す
る
た
め

に
は
、
ユ
…
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
そ
の
も
の
を
再
び
そ
の
経
験
的
測

定
の
際
に
前
提
す
る
か
ら
で
あ
る
と
。
こ
れ
は
循
環
論
で
あ
る
と

言
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
が
ア
プ

リ
オ
リ
で
あ
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
唯
一
の
幾
何
學
で
あ
る
こ
と

を
論
決
す
る
。
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一
般
相
封
性
理
論
の
出
塁
描
と
な
る
惰
性
的
質
量
と
重
力
的

質
量
と
の
同
一
原
理
に
確
謹
を
與
へ
る
エ
ー
ト
ヴ
．
｝
ス
の
實
験

で
は
天
．
秤
其
他
の
霊
験
器
具
を
用
み
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
三

次
元
ユ
：
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
，
ま
た
重
力
場
の
存
在
し
な
い
座

標
系
叉
は
小
な
る
領
域
で
は
特
殊
相
蜀
性
理
論
と
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
幾
何
學
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
で
デ
ィ
ン
グ
ラ
ー
は
以
上
の
こ

と
か
ら
直
ち
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
は
＾
ハ
営
9
0
ω
器
⇔
ご
な

世
界
に
激
て
も
成
立
す
る
と
論
断
す
る
の
で
あ
る
。

　
然
し
こ
の
デ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
意
見
は
へ
へ
首
室
Φ
言
O
『
り
と

．
．
首
9
0
ω
ω
。
『
．
と
の
差
別
を
識
別
し
得
な
い
謬
見
で
あ
る
。

相
封
性
理
論
は
．
．
凶
日
ら
魯
6
昌
ご
で
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學

が
成
立
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
が
、
ま
さ
し
く
こ
れ
に
よ
つ
て
逆

に
（
ら
一
白
O
H
O
加
6
0
Φ
⇔
｝
、
に
於
貼
り
る
リ
ー
マ
ン
幾
何
凶
學
の
成
立
を
⇒
小

す
。
耳
環
に
は
何
等
の
悪
し
き
循
環
論
も
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
ゲ
イ
ン
ダ
ラ
ー
の
誤
謬
も
ま
つ
九
く
彼
が
幾
何
學

を
、
時
間
一
間
を
物
質
か
ら
繕
封
的
に
切
離
し
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

幾
何
學
を
唯
一
至
上
の
も
の
と
信
じ
た
こ
と
に
擁
し
て
み
る
。

　
＊
　
頃
・
U
ぎ
駐
つ
5
溶
嵩
静
旺
H
O
切
。
臼
。
昏
≡
ゐ
§
§
困
高
§
○
門
毒
臼
お
。
ロ

　
　
島
葭
．
男
¢
冨
獣
ユ
嬢
誘
鰹
8
凱
。
．
℃
ξ
ω
節
．
N
働
尻
。
ξ
・
爲
・
日
p
鐸
㈹
・
ぢ
8
。

相
封
性
理
諭
な
め
ぐ
ろ
認
識
論
的
諸
問
題

　
　
ω
．
轟
。
。
M
3
瑚
刷
で
ほ
二
七
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
（
C
）

　
シ
ュ
リ
ッ
ク
、
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
室
時
論
の
特
色
は
、
カ
ン
ト

主
義
の
幾
何
學
の
ア
プ
リ
オ
リ
ス
ム
ス
に
封
ず
る
徹
底
的
な
反

抗
に
あ
る
。

　
カ
ン
ト
に
於
て
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
は
直
観
の
形
式
と

し
て
先
天
的
に
確
然
と
固
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
リ
ッ
ク
、

ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
相
凝
性
理
論
が
現
實
の
世
界
の
リ
ー
マ
ン

幾
何
墨
性
を
實
寄
し
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
室
間
形
式
を
ユ
…
ク

リ
ッ
ド
に
制
限
す
る
カ
ン
ト
の
思
想
を
眞
正
面
か
ら
否
定
す
ろ

の
で
あ
る
。

　
＊
　
蜜
．
ω
畠
嵩
。
『
”
蝕
ξ
亀
戸
ヨ
幽
N
o
勢
門
ロ
鳥
醇
α
Q
農
。
コ
♂
く
触
耳
貫
。
ロ
曳
屯
－

　
　
㎝
陣
や
k
ピ
ロ
P
ぢ
6
．

　
　
》
o
【
9
8
ぴ
蓉
『
》
o
｝
p
混
く
一
集
岱
窪
8
嵩
。
∈
乙
玉
門
犀
。
巨
旨
島
。
α
M
6
ユ
。
芦

　
　
H
O
沁
ρ

　
　
戸
〇
三
§
同
9
0
｝
ポ
曳
凱
一
〇
m
o
℃
ぼ
。
斜
。
域
》
髭
言
－
N
o
離
－
H
o
ぼ
9
お
い
G
。
．

　
か
く
の
如
く
、
カ
ン
ト
の
閲
定
し
た
ア
プ
リ
オ
リ
ス
ム
ス
を
否

定
す
る
限
り
に
於
て
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
等
の
積
極
性
を
見
幽
し
得

る
の
で
あ
る
。
然
し
彼
等
は
如
何
な
る
立
場
か
ら
こ
の
批
判
を
與

七
三
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へ
た
か
。
こ
、
に
問
題
が
あ
る
。
以
下
專
ら
ラ
イ
ヘ
ン
．
バ
ヅ
ハ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

就
て
叙
述
を
進
め
て
行
く
。

　
菅
以
下
引
用
文
の
頁
数
匡
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ヅ
ハ
の
前
掲
書
「
噂
空
論
の

　
　
哲
學
」
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
彼
の
立
場
の
特
色
は
前
に
纂
け
九
『
封
鷹
定
義
』
の
方
法
で
あ

る
。
こ
の
方
法
の
も
つ
非
現
鷺
的
な
恣
意
的
性
質
に
就
て
は
既
に

批
制
を
與
へ
た
か
ら
、
此
腱
で
は
繰
返
さ
な
い
。

　
次
に
彼
の
塞
間
論
の
特
徴
は
『
普
遍
力
』
（
郎
コ
一
く
①
同
ω
国
一
〇
　
H
（
一
．
⇔
団
け
）

の
概
念
で
あ
る
。
一
こ
の
カ
の
本
質
は

　
（
a
）
す
べ
て
の
物
質
に
等
し
く
作
用
す
る

　
（
b
）
そ
れ
ゆ
望
さ
へ
ぎ
る
防
壁
。
か
な
い

で
あ
る
（
一
二
一
二
二
頁
）
。
然
ら
ざ
る
カ
を
『
差
、
別
力
』
（
⊆
湾
？

お
導
一
三
。
孝
聾
）
と
彼
は
呼
ん
で
み
る
。
こ
の
普
遍
力
の
概
念
は

彼
の
幾
何
墨
論
の
中
軸
で
あ
る
。

　
幾
何
學
の
中
心
概
念
の
一
と
し
て
面
形
の
「
合
鍵
」
が
あ
る
。

ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
幾
何
學
の
「
基
礎
付
け
」
は
こ
の
概
念
を
通

じ
て
侵
入
し
て
象
る
。
彼
は
次
の
如
く
考
へ
る
。

　
相
異
な
る
場
所
の
物
罷
の
長
さ
を
測
る
に
は
固
膿
物
指
を
蓮

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
に
途
中
で
物
指
は
不
憂
と
前

七
四

提
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
彼
に
よ
る
と
事
態
の
「
認

識
」
で
は
な
く
て
、
軍
な
る
「
定
義
」
に
す
ぎ
な
い
。
普
遍
力
が
作

用
し
て
物
指
は
憂
化
し
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
普
遍
力
は
す

べ
て
の
物
質
に
同
襟
に
作
用
す
る
た
め
に
（
例
へ
ば
或
場
所
の
物

艦
が
す
。
へ
て
二
倍
に
延
長
す
る
）
等
、
そ
れ
に
よ
る
憂
化
は
認
識

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
放
に
物
指
が
他
の
場
所
に
移
さ
れ
る
と
き

同
じ
大
さ
を
保
つ
か
否
か
は
、
普
遍
力
の
作
用
の
可
能
性
か
ら
し

て
、
認
識
票
來
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
普
遍
力
を
零
と
お

き
、
エ
リ
ミ
・
乃
ー
ト
す
る
か
｝
と
は
、
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
に
依
る
と
、

輩
な
る
約
束
、
定
義
に
す
ぎ
な
い
。
其
虚
に
は
認
識
で
は
な
く
、

「
封
慮
定
義
」
が
あ
る
の
み
と
（
二
五
頁
）
α

　
と
こ
ろ
で
二
つ
の
周
罷
物
指
が
同
一
場
所
で
同
長
で
あ
る
な

ら
ば
、
他
の
場
所
に
違
っ
た
径
路
を
通
っ
て
持
ち
來
さ
れ
て
も
籾

互
に
同
じ
長
さ
を
保
つ
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
に
よ
る

と
「
経
験
的
命
題
」
な
の
で
あ
る
（
二
五
頁
）
。
勿
論
こ
れ
に
よ
っ
て

物
指
が
異
な
る
場
所
で
同
長
で
あ
る
こ
と
は
認
識
出
來
な
い
。
こ

れ
は
添
加
さ
れ
た
恣
意
的
な
規
約
に
す
ぎ
ぬ
。
だ
が
右
に
述
べ
た

縄
験
の
奥
耳
に
よ
っ
て
こ
の
添
加
さ
れ
る
規
約
が
、
蓮
搬
の
径
路

に
無
閥
係
に
一
意
的
に
定
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
二
六
頁
）
。
剛
艦
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ヘ
　
　
へ

に
画
す
る
こ
の
事
實
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
は
よ
り
簡
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
合
同
の
定
義
を
許
す
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
こ
と
は
こ
の
よ

へり
簡
軍
な
定
義
か
ら
其
の
定
義
的
性
格
を
除
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
二
七
頁
）
。

　
こ
の
「
合
同
」
の
定
義
的
性
絡
は
幾
何
學
の
認
識
論
的
問
題
と

不
可
離
の
關
係
に
あ
る
。
如
何
な
る
線
分
と
相
互
に
寸
劇
で
あ
る

か
を
問
ふ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
底
は
球
歌
の
突
起
の

ぎ
B’

C’

BeA

　
　
　
　
　
G
「
　
　
　
　
　
　
E

直
な
る
射
影
に
よ
っ
て
生
す
る
鮎
と
す
る
。

　
さ
て
E
上
に
果
て
諺
b
づ
1
1
切
○
で
あ
．
る
か
否
か
は
、
ラ
イ
ヘ
ン

バ
ッ
ハ
に
由
る
と
、
認
識
で
は
な
く
て
輩
な
る
定
義
に
す
ぎ
な

い
。
彼
は
此
麗
で
普
遍
力
か
ら
の
線
分
に
鋤
す
る
影
響
を
考
へ

あ
．
る
G
面
及
び
二
面
E
の

縦
断
し
た
切
口
を
示
す
。

そ
し
て
球
面
上
の
線
分

｝
、
こ
づ
、
と
切
、
O
、
と
は
普
通

の
意
味
に
於
て
等
長
で
あ

り
、
E
上
の
黙
A
B
C
は

夫
々
〉
、
切
、
Q
か
ら
の
垂

相
封
性
理
論
た
め
ぐ
ろ
認
識
論
的
諸
問
題

て
る
る
の
で
あ
る
。
い
ま
普
遍
力
の
た
め
に
》
b
ご
一
1
団
○
と
す
る

と
き
は
E
は
牟
球
面
と
な
る
。
か
く
て
旦
は
李
面
で
あ
り
な
が

ら
、
し
か
も
そ
れ
に
於
て
は
球
面
幾
何
學
が
成
立
す
る
の
で
あ

る
。
然
し
普
遍
力
が
な
い
と
す
る
と
き
は
E
で
は
準
面
幾
何
學

が
成
立
す
る
。

　
か
く
し
て
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
「
物
罷
の
幾
何
面
的
形
態
は
経

験
の
絶
饗
的
U
舞
匹
讐
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
封
癒

定
義
に
依
存
す
る
」
（
一
一
七
頁
）
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
思
想
が
籏
張
さ
れ
る
と
き
は
現
實

の
室
間
の
幾
何
學
は
す
べ
て
漿
な
る
規
約
の
上
に
き
つ
か
れ
た

砂
上
の
穫
閣
と
な
る
。
そ
し
て
い
つ
れ
の
幾
何
學
を
、
室
間
を
、

選
定
す
る
か
は
、
そ
れ
の
探
用
の
結
果
が
論
理
的
に
簡
箪
で
あ
る

か
否
か
に
、
記
蓮
の
簡
箪
か
否
か
に
の
み
依
存
す
る
と
（
二
八

頁
）
。
　
右
に
蓮
べ
た
「
合
同
し
の
甚
平
定
義
に
於
て
實
際
の
封
象
と
な

る
の
は
、
図
箋
讐
鼠
と
な
る
の
は
下
獄
で
あ
る
。
こ
れ
は
蓮
搬

に
よ
っ
て
其
の
形
態
を
憂
へ
な
い
物
艦
で
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
。

こ
の
剛
艦
の
定
義
は
、
合
同
の
概
念
を
使
用
せ
す
、
次
の
如
く
定

義
す
る
こ
と
が
出
馬
る
。
1

七
五
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「
着
艦
が
如
何
な
る
藻
別
力
を
も
受
け
す
、
乃
至
は
差
別
力
の

影
響
が
補
正
の
計
算
に
よ
っ
て
潰
去
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
圏
艦
を

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

剛
艦
と
言
ふ
。
但
し
普
遍
力
は
そ
の
際
に
は
考
慮
し
な
い
」
（
三
二

頁
傍
馳
筆
者
）
。

　
勿
論
、
盛
暑
は
岩
盤
、
液
膿
と
匠
別
さ
れ
る
物
質
の
一
定
の
聚

合
顎
態
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
前
事
の
指
示
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る

（
封
癒
定
義
）
。
こ
の
場
合
は
普
遍
力
を
零
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
と
軍
な
る
任
意
の
定
義
に
す

ぎ
な
い
（
三
二
頁
）
。
こ
れ
は
定
義
で
あ
る
か
ら
、
事
態
的
に
必
然

な
こ
と
が
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
以
上
か
ら
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ハ
ッ
は
次
の
如
き
結
論
（
こ

れ
を
彼
は
命
題
∂
と
呼
ん
で
み
る
）
を
ひ
き
出
し
て
躍
る
・
ー

メ
ス
ケ
ル
パ
　

「
測
度
物
艦
（
尺
度
）
が
從
ふ
或
幾
何
學
α
が
與
へ
ら
れ
た
と
す

る
。
す
る
と
わ
れ
わ
れ
は
、
普
遍
力
K
が
作
用
し
て
…
幾
何
學
が
眞

實
に
は
任
意
に
選
ば
れ
る
幾
何
墨
G
の
形
態
を
も
ち
、
且
つ
G
か

ら
の
偏
差
は
測
度
物
罷
の
普
遍
的
な
憂
形
の
た
め
で
あ
る
と
考

へ
る
こ
と
．
が
出
・
宥
る
」
（
四
四
－
四
五
頁
）
。

　
命
題
∂
に
よ
つ
て
す
べ
て
の
幾
何
學
が
同
格
化
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
「
幾
何
學
の
相
封
原
理
」
（
菊
。
｝
巴
阜

七
一t’“

／x

離
弱
嘗
壽
言
O
卑
0
8
一
出
①
巳
。
）
と
呼
ん
で
み
る
（
四
五
頁
）
。
か

く
て
彼
に
よ
る
と
或
一
定
の
幾
何
學
が
現
實
に
眞
に
成
立
す
る

と
い
ふ
こ
と
は
ま
っ
た
く
無
意
味
と
な
っ
て
く
る
。
世
界
室
間
が

リ
ー
マ
ン
的
で
あ
る
な
ど
と
は
主
張
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

い
つ
れ
の
幾
何
學
が
客
槻
の
室
間
を
特
色
付
け
る
か
は
、
室
間
の

幾
何
學
G
以
外
に
、
普
遍
力
の
場
K
を
考
慮
に
容
れ
て
始
め
て
決

定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
G
を
幾
何
學
、
K
を
普
遍
力
と
す
る
と

　
　
　
　
Ω
十
囚

の
み
が
認
識
の
償
値
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
K
を
零
と
お
く

の
は
ま
っ
た
く
便
宜
の
た
め
の
定
義
に
す
ぎ
な
い
と
（
四
五
頁
）
。

　
糊
知
の
如
く
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は

　
　
　
　
囚
1
1
0

と
お
い
て
、
重
力
に
移
す
る
簡
明
な
理
論
を
得
て
、
現
實
の
室
聞

の
リ
ー
マ
ン
性
を
謹
明
し
た
が
、
こ
の
こ
と
も
上
記
の
ラ
イ
ヘ
ン

バ
ッ
ハ
の
理
論
に
よ
る
と
夏
理
に
は
無
腰
係
で
あ
り
、
リ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

幾
何
學
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
畢
よ
り
も
現
蜜
に
よ
り
ょ
く
適

合
す
る
こ
と
の
謹
示
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
費
在
性
の
性
質
に
は
測
度
の
命
題
と
、
そ
れ
の
基
礎
に
あ
る
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封
慮
定
義
の
結
合
に
よ
っ
て
始
め
て
接
標
す
る
L
（
四
七
頁
）
。

　
勿
論
こ
の
野
鷹
定
義
の
う
ち
に
は
、
こ
れ
の
も
つ
恣
意
性
を
利

用
し
て
普
遍
力
が
考
へ
こ
ま
れ
て
る
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
物
理
的
室
間
に
曾
て
完
全
な
一
義
的

決
定
は
否
定
さ
れ
、
定
義
の
選
鐸
は
、
幾
何
學
の
挙
国
は
、
簡
軍

で
あ
る
か
否
か
の
箪
な
る
便
宜
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
か

く
て
囚
9
く
。
算
δ
ご
巴
凶
。
。
彦
ロ
。
。
が
論
謹
さ
れ
た
。

　
故
に
室
間
そ
れ
自
身
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
も
、
非
ユ
ー
ク
リ

ッ
ド
的
で
も
な
く
、
蓮
績
な
三
次
元
の
集
合
艦
に
す
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
に
一
定
の
合
同
を
定
義
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
室
間
的

姓
質
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
・
で
彼
は
普
遍
力
と
い

ふ
力
を
假
想
し
て
み
る
（
七
二
頁
）
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
粗
布
性
、
理
論
の
塞
聞
論
は
當
然
に
も
ま
っ

た
く
恣
意
的
な
定
義
の
上
に
立
っ
て
る
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ら

う
。
そ
れ
は
「
合
同
」
を
、
時
計
、
固
艦
物
指
、
乃
至
は
光
で
定
め
る

が
、
こ
の
場
合
に
普
遍
力
K
を
零
と
お
い
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
室
闇
論
の
特
色
は
、
普
遍
力
の
概
念
に
あ

る
。
故
に
彼
の
六
七
論
の
批
判
に
は
、
こ
の
概
念
の
蛋
重
な
る
吟

味
が
必
要
で
あ
る
。

相
謝
性
理
論
准
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

　
普
遍
力
の
性
質
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
す
べ
て
の
物
艦
に
同

襟
に
作
用
し
、
そ
れ
に
封
ず
る
防
壁
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

普
遍
力
の
タ
イ
プ
を
も
つ
も
の
と
し
て
重
力
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

然
し
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
特
異
な
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
以
外
に
、
假

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

想
的
な
全
く
考
へ
ら
れ
九
だ
け
の
普
遍
力
を
想
定
し
て
み
る
こ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
に
あ
る
。
こ
れ
は
卒
遽
の
李
面
E
上
の
幾
何
學
を
球
面
幾
何
墨

と
す
る
た
め
に
、
彼
が
普
遍
力
を
想
定
し
九
こ
と
か
ら
も
明
瞭

で
あ
．
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
然
し
乍
ら
こ
の
餌
差
の
普
遍
力
、
邸
ち
實
在
す
る
普
遍
力
（
例

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

へ
ば
重
力
）
と
假
想
的
な
普
遍
力
と
は
…
厳
密
に
門
別
す
べ
き
で
あ

る
。
勿
論
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
こ
の
假
想
的
普
遍
力
の
假
想
性
を

認
め
て
は
み
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
「
合
同
」
は
認
識
の
問
題
で
は

な
く
、
ま
た
原
則
的
に
認
識
不
可
能
の
も
の
で
あ
り
、
輩
な
る
封

慮
定
義
、
規
約
に
す
・
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
最
實
と
假
想
と
の
匿

別
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
爾
種
の
普
遍
力
を
次
の
如
き
特
質
に
よ
っ

て
腿
別
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
l
i

　
繋
駕
力
は
躍
な
る
定
義
の
結
果
と
し
て
從
っ
て
定
義
の
痩
夏

に
よ
っ
て
任
出
温
に
零
と
お
き
得
う
と
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
三
爵
ふ

七
七
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が
、
然
し
實
在
す
る
普
遍
力
と
し
て
の
重
力
は
輩
な
る
定
義
に
よ

っ
て
は
消
去
す
る
こ
と
の
出
撃
な
い
蔓
紫
性
を
も
つ
て
み
る
。
物

質
の
分
布
に
よ
っ
て
生
す
る
異
質
的
な
重
力
場
は
如
何
な
る
座

標
憂
欝
に
よ
っ
て
も
滑
去
さ
れ
ぬ
こ
と
は
既
に
蓮
べ
た
。
ま
た
重

力
は
謎
解
艦
の
弾
力
等
と
リ
ア
ル
に
相
互
作
用
し
て
、
例
へ
ば
棒

の
轡
曲
に
於
て
、
物
罷
を
即
し
た
バ
ネ
の
延
紳
と
し
て
、
實
際
に

認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
質
分
布
に
原
因
を
も
つ
實
在

的
な
普
遍
力
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
が
『
幾
何
學
の
相
鋤
原
理
』

を
導
出
す
る
に
用
み
る
假
想
的
な
普
遍
力
は
、
上
記
の
重
力
の
姓

質
と
は
ま
っ
た
く
相
異
つ
た
性
絡
を
示
す
。
そ
れ
は
軍
な
る
定
義

上
の
力
、
紙
の
上
で
の
力
で
あ
っ
て
、
實
在
す
る
物
質
に
そ
れ
の

原
因
を
、
根
撮
を
も
つ
て
み
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
謂
は
ゴ
「
無

原
因
の
力
」
で
あ
っ
て
、
物
理
學
的
に
、
否
科
學
的
に
何
等
の
意

義
を
も
持
っ
て
る
な
い
。
「
一
夜
の
う
ち
に
凡
て
の
物
艦
が
倍
大

と
な
る
」
有
名
な
ポ
ァ
ン
カ
レ
の
寓
話
か
ら
も
明
か
な
如
く
、
假

想
的
普
遍
力
の
存
在
は
近
接
的
に
は
認
識
さ
れ
な
い
。
物
指
と
物

罷
と
の
相
互
關
係
は
繋
馬
の
ま
・
で
あ
る
か
ら
。

　
假
想
的
普
剛
力
は
ま
さ
し
く
假
想
的
で
あ
る
が
故
に
、
實
在
す

七
入

る
力
、
差
別
力
と
ツ
ァ
ル
に
相
互
作
用
し
て
自
己
を
現
象
さ
せ
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
重
力
の
存
在
は
既
に
岡
一
場
所
に
於
て
近
接
的

に
認
識
さ
れ
る
が
、
軍
楽
的
普
遍
力
は
、
こ
れ
の
場
が
異
質
的
で

あ
る
と
迷
想
す
れ
ば
ぎ
9
0
謹
上
に
於
て
幾
何
學
の
憂
化
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
例
へ
ば
前
に
述
べ
た
E
幾
何
學
が
球
面
幾
何

學
と
し
て
。
だ
が
そ
れ
の
存
在
は
近
接
的
に
認
識
さ
れ
す
、
且
つ

實
在
す
る
物
理
的
作
用
、
差
別
力
と
何
等
の
具
罷
的
な
相
互
作
用

に
立
つ
こ
と
が
嵐
來
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
漕
去
可
能

で
あ
る
（
紙
の
上
の
定
義
の
憂
夏
に
よ
っ
て
）
。

　
假
想
的
普
蓬
力
は
物
理
的
に
無
意
味
で
あ
り
、
幾
何
畢
の
、
現

實
の
室
間
の
構
造
の
ア
ナ
ー
キ
イ
を
も
え
ら
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
出
ひ
た
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は

　
　
　
　
O
十
一

に
於
て
K
を
零
と
お
く
と
二
二
が
簡
輩
に
な
る
か
ら
、
こ
の
定
義

を
物
理
學
は
採
用
し
て
は
み
る
が
、
こ
の
こ
と
は
認
識
に
は
無
驕

係
で
あ
る
と
言
っ
て
み
る
。
然
し
こ
れ
は
レ
ァ
リ
テ
ー
ト
を
持
た

ぬ
普
遍
力
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
を
零
と
お
け
ば
叙
蓮
が
簡
軍

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
反
し
て
例
へ
ば
實
在
す
る
重
力



　
　
を
わ
れ
わ
れ
は
零
と
お
く
こ
と
は
出
所
な
い
の
で
あ
る
。
實
在
す

　
　
る
重
力
は
リ
ア
ル
な
作
用
を
獲
嚇
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
如
何
な
る

　
　
仕
方
に
撃
て
に
せ
よ
、
物
理
的
に
意
味
あ
る
仕
方
に
於
て
は
否
定

　
　
出
來
な
い
か
ら
。

　
　
　
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
如
き
「
假
想
の
」
立
場
に
立
て
ば
こ
の
不

　
　
可
能
事
も
何
か
の
仕
方
で
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
こ

　
　
れ
は
科
學
の
範
園
を
越
え
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
イ
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
“
ま
九
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
　
ハ
一
は

　
　
　
　
　
　
○
十
囚

　
　
の
組
合
せ
の
如
何
に
よ
っ
て
叙
述
の
簡
軍
の
強
度
に
差
異
が
あ

　
　
る
と
言
っ
て
み
る
が
、
こ
、
に
問
題
が
あ
る
。
記
述
に
差
が
あ
れ

　
　
ば
、

　
　
　
　
　
　
O
十
囚

　
　
の
各
組
合
せ
は
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
が
他
の
箇
虚
で
主
張
す
る
「
同

　
　
格
」
を
破
癒
す
る
か
ら
で
あ
る
。
記
述
の
差
異
を
惹
趨
し
た
も
の

　
　
は
何
か
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
此
面
に
は
輩
な
る
記
蓮
の
問
題

　
　
で
は
な
く
、
記
述
さ
る
べ
き
當
の
封
象
の
構
造
自
身
が
考
察
さ
れ

　
　
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
れ
ら
は
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
に

側
　
於
て
は
完
全
に
無
覗
さ
れ
て
る
る
。

相
封
性
理
論
た
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

　
い
つ
れ
に
せ
よ
、
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
假
想
的
な
普
遍
力
は
哲

理
的
に
も
無
償
値
で
あ
る
し
、
物
理
學
的
に
も
無
意
義
で
あ
る
。

そ
れ
は
實
在
す
る
普
遍
力
（
例
へ
ば
重
力
）
か
ら
騒
別
さ
れ
て
、

科
學
の
峙
外
に
放
逐
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
K
が
放
逐

さ
れ
れ
ば
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
特
有
の
『
幾
何
學
の
相
可
原
理
』
は

否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
室
間
論
は
根
本
的
誤
謬
を

も
つ
て
は
み
る
。
然
し
彼
が
カ
ン
ト
の
幾
何
學
の
ア
プ
リ
オ
リ
ス

ム
ス
を
批
判
し
、
事
實
を
経
験
の
事
實
と
し
て
卒
直
に
認
め
る
こ

と
に
於
て
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
プ
ラ
ス
の
面
を
み
る
こ
と
が
臓
來

る
。
上
に
蓮
べ
た
G
と
K
と
の
和
そ
の
も
の
は
、
事
象
と
し
て
コ

ン
ス
タ
ン
ト
な
も
の
で
あ
り
、
た
ゴ
こ
れ
に
封
し
て
恣
意
的
な
鯉

繹
を
與
へ
る
と
こ
ろ
に
彼
の
誤
謬
が
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
G
と

K
と
の
和
の
向
ふ
と
こ
ろ
の
事
象
そ
の
も
の
を
事
象
と
し
て
認

め
る
と
こ
ろ
に
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
良
き
牟
面
が
あ
る
。

　
例
へ
ば
彼
は
（
麟
に
蓮
べ
た
が
）
計
量
基
本
形
式
が
實
在
そ
の

も
の
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
を
圭
食
す
る
。
（
だ
が
此
庭
で
彼
は

　
　
　
　
囚
“
O

と
す
る
こ
と
の
定
義
的
性
絡
を
挿
．
入
す
る
を
忘
れ
て
は
み
な
い

七
九
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が
。
）
彼
は
ま
た
重
力
と
警
語
と
の
転
婆
に
就
て
、
前
者
が
後
者

で
以
て
蓋
さ
れ
ぬ
こ
と
を
主
張
し
て
、
幾
何
學
主
義
に
反
抗
し
て

み
る
。
一

　
重
力
は
偽
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
晦
竃
で
あ
ら
は

さ
れ
る
こ
と
以
外
に
、
力
の
出
現
に
よ
り
、
弾
力
的
な
棒
の
轡
曲

に
よ
り
、
ま
た
質
鮎
の
蓮
動
（
例
へ
ば
遊
星
の
蓮
動
）
に
於
て
認
識

さ
れ
る
。
相
封
性
理
論
の
革
新
的
な
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ら
の
幾
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

金
的
量
％
ξ
を
規
定
す
る
物
理
的
歌
態
が
同
時
に
棒
の
長
さ
及

び
時
計
の
週
期
、
光
の
傳
播
歌
況
を
規
定
す
る
こ
と
を
認
識
し
た

と
こ
ろ
に
あ
る
と
。
だ
が
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
こ
れ
に
よ
っ
て
メ

ト
リ
ッ
ク
と
重
力
場
と
が
同
一
化
（
ぼ
窪
甑
葬
客
8
）
し
九
と
語

っ
て
み
る
の
は
、
爾
者
の
軍
な
る
同
絡
を
圭
号
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
（
二
八
九
i
二
九
〇
頁
）
右
に
述
べ
た
彼
自
身
の
主
張
に

矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

　
周
知
の
如
く
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
重
力
理
論
は
リ
ー
マ
ン
幾

何
畢
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
み
る
が
、
思
慮
で
認
識
論
的
に
興
味

あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
が
果
し
て
重
力
の
幾
何
墨
花
で
あ
る
か
否

か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
幾
何
學
化
で
な
い
こ
と
は
既
に
わ
れ

わ
れ
の
分
析
か
ら
も
明
白
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
も
こ
の

八
○

問
題
に
点
し
て
正
し
い
解
答
を
與
へ
て
る
る
。
重
力
は
、
周
知
の

如
く
、
普
遍
力
の
タ
イ
プ
を
も
つ
て
み
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
物

艦
に
同
襟
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
惰
性
的
質

量
と
重
力
的
質
量
と
の
同
一
が
導
出
さ
れ
、
更
に
こ
の
こ
と
か
ら

幾
何
獣
化
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
（
若
し
重
力
が
普
遍
力
の

タ
イ
プ
を
持
た
す
、
重
力
惰
性
力
の
謝
意
性
が
不
成
立
で
あ
る
な

ら
ば
、
自
由
業
黙
の
軌
道
は
測
地
線
を
描
か
ぬ
で
あ
ら
う
。
質
黙

を
構
成
す
る
物
質
の
質
の
如
何
に
よ
っ
て
軌
道
が
攣
り
、
幾
何
學

化
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ら
う
。
）
更
に
光
に
封
ず
る
重
力
の
影

響
は
　
　
　
　
昏
ゆ
1
1
0

を
描
き
、
ま
た
微
小
な
時
計
及
び
瞬
罷
物
指
に
封
ず
る
重
力
の
影

響
は

　
　
　
　
さ
ゆ
一
1
峠
一

で
あ
ら
は
さ
れ
る
。
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ス
ケ
ル
パ
　
イ

　
以
上
の
如
き
物
理
的
基
礎
に
よ
り
、
郎
ち
測
度
物
艦
に
封
ず
る

重
力
の
作
用
の
続
一
性
の
た
め
に
唯
一
の
幾
何
學
が
定
ま
る
の

で
あ
る
。
重
力
の
幾
何
學
化
と
は
右
の
如
き
事
情
に
霞
る
。
師
ち

幾
何
墨
的
寸
心
を
擬
胤
す
る
こ
と
な
く
、
統
一
的
な
幾
何
學
の
成
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立
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
ま
っ
た
く
重
力
場
の

も
つ
特
有
性
に
基
み
て
み
る
。
放
に
ラ
イ
ン
バ
ッ
ハ
は
正
當
に
も

「
重
力
論
が
幾
何
學
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
幾
何
學
が
重
力

場
の
表
現
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
二
九
四
頁
）
と
結
論
し
て
み

る
。

　
ロ
バ
チ
ェ
ウ
ス
キ
イ
、
ガ
ウ
ス
等
は
直
接
の
測
定
に
よ
っ
て
物

理
的
室
間
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
し
よ
う

と
試
み
て
失
敗
し
た
こ
と
は
前
に
も
尚
べ
た
が
、
ア
イ
ン
ス
タ
イ

ン
が
物
理
的
塞
聞
の
リ
ー
マ
ン
性
を
美
事
に
論
告
し
得
た
の
は
、

簡
軍
に
直
接
の
測
定
を
通
し
て
掌
は
な
く
、
重
力
場
の
方
程
式
を

介
し
て
自
然
法
則
的
に
接
近
し
た
か
ら
で
あ
る
と
う
イ
ヘ
ン
バ

ッ
ハ
が
指
摘
し
て
み
る
（
二
九
四
頁
）
の
も
注
目
す
べ
き
意
見
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
イ
ナ
ミ
ツ
シ
ユ

　
相
封
性
理
論
に
於
け
る
重
力
と
幾
何
學
と
の
關
係
は
力
學
的

な
性
質
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
こ
れ
ま
で
純
梓
に
幾
何

學
的
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
と
こ
ろ
の
も
の
の
墓
詣
に
も
力
學
的

な
る
も
の
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
幾
何
學
的
測
定
は

口
騨
暮
鐸
Φ
昌
巳
け
冒
臼
ζ
δ
戸
長
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
わ
れ
わ
れ
が

こ
れ
の
計
量
關
係
と
し
て
興
へ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
同
時
に
こ

相
同
性
理
論
な
め
ぐ
ろ
認
識
論
的
諸
問
題

れ
の
自
身
の
近
傍
に
鋤
す
る
国
争
（
ラ
ィ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
ワ
づ
ル

の
冨
葉
を
借
り
て
二
二
。
・
け
巴
§
σ
q
と
言
ふ
）
を
規
定
す
る
場
の
測

度
で
も
あ
る
と
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
述
べ
て
み
る
（
二
九
六
頁
）
。

　
時
間
系
列
が
事
象
の
因
果
關
係
を
基
礎
に
も
っ
こ
と
は
既
に

鴫
逃
べ
た
。
か
（
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
こ
れ
を
時
闇
…
秩
序
の
ト
ポ
ロ
ギ

ッ
シ
ュ
な
基
本
的
エ
レ
メ
ン
ト
と
呼
ん
で
み
る
）
、
室
間
の
順
序

開
係
の
基
礎
に
も
因
果
華
甲
の
あ
る
こ
と
を
彼
は
正
富
に
も
指

嫡
し
て
み
る
（
室
問
的
關
係
を
物
人
身
の
形
式
と
す
る
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
）
。
杢
間
の
一
黙
か
ら
或
黙
が

他
の
黙
よ
り
も
遠
く
に
あ
る
と
は
、
か
の
一
黙
か
ら
嚢
す
る
物
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

的
作
用
が
そ
れ
に
達
す
る
に
よ
り
長
き
時
聞
を
要
す
る
こ
と
で

あ
る
。
シ
リ
ウ
ス
が
太
陽
よ
り
も
遠
い
と
は
、
地
球
よ
り
凹
し
た

物
理
作
用
の
漣
鎭
（
≦
一
鱒
登
σ
q
玲
②
け
8
）
が
太
陽
に
よ
り
も
遅
く

シ
リ
ウ
ス
に
到
擁
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
か
く
て
時
聞
室
間
に
順
序
を
與
へ
る
も
の
は
リ
ア
ル
な
物
理

的
作
用
の
因
果
性
で
あ
り
、
時
聞
塞
間
の
秩
序
は
ま
つ
轟
く
世
界

の
因
果
的
構
造
の
表
現
で
あ
る
と
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
正
し
い

意
見
を
述
べ
て
み
る
（
三
〇
七
頁
）
。

　
こ
、
れ
は
彼
の
も
つ
實
早
緒
義
の
よ
き
膨
面
の
も
た
ら
す
と
こ

八
一
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ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
Σ
で
彼
が
時
問
室
間
の
秩
序
の
因

果
性
に
よ
る
「
基
礎
付
け
」
を
「
顧
慮
定
義
」
で
あ
る
と
宣
告
し
て
、

そ
の
「
基
礎
付
け
」
に
便
宜
的
性
格
、
恣
意
性
を
も
ち
こ
ん
で
み
る

の
は
、
彼
の
も
つ
囚
。
薯
。
藍
。
邑
置
旨
器
の
最
も
悪
し
き
側
面

の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。

．
實
謹
主
義
者
と
し
て
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
以
上
の
如
く
、
相

擁
性
理
論
及
び
雪
間
室
闘
論
に
引
し
て
正
し
き
分
析
を
加
へ
な

が
ら
も
、
同
時
に
實
護
主
義
の
も
つ
便
宜
主
義
の
三
密
は
こ
の
正

し
き
分
析
の
う
ち
に
恣
意
性
、
便
宜
性
を
持
ち
込
ん
で
、
折
角
の

正
當
さ
を
抹
濡
し
去
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
實
謹
主
義
の
も
つ
折
衷
性
と
脆
弱
性
の
あ
ら
は
れ
で

あ
ら
う
。
實
謹
主
義
は
事
象
に
客
観
性
ア
ン
ジ
ッ
ヒ
を
認
め
、
そ

れ
の
忠
實
な
記
述
を
主
張
す
る
こ
と
に
於
て
事
象
へ
の
忠
誠
さ

を
示
し
な
が
ら
も
、
他
方
に
於
て
は
事
象
の
記
蓮
と
事
象
の
法
則

に
よ
る
解
鐸
と
を
絶
饗
的
に
切
離
す
た
め
に
、
こ
の
解
繹
か
ら
客

観
性
を
奪
ひ
、
恣
意
的
な
も
の
に
韓
化
し
て
、
か
の
臨
終
を
裏
切

っ
て
し
ま
ふ
。
事
實
と
理
論
と
の
分
離
（
こ
れ
は
特
殊
と
普
遍
と

の
縄
封
的
分
離
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
）
、
記
蓮
と
解
繹
と
の

絶
封
的
分
離
が
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
の
全
理
論
を
貫
麺
し
て
み
る
。

入
二

こ
の
こ
と
は
彼
の
「
謄
写
定
義
」
の
理
論
と
假
想
的
な
「
普
遍
力
」

の
導
入
の
う
ち
に
最
も
あ
か
ら
さ
ま
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
。

　
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
が
相
野
性
理
論
に
正
し
き
解
繹
を
與
へ
な

が
ら
・
も
直
ち
に
そ
れ
の
反
鍬
に
韓
落
す
る
の
は
、
ま
っ
た
く
彼
の

も
つ
實
謹
主
義
の
内
的
矛
盾
の
た
め
で
あ
ら
う
。

　
　
　
（
D
）

　
最
後
に
現
象
學
派
の
O
・
ベ
ッ
カ
ー
の
記
聞
論
を
瞼
討
す
る
。

彼
は
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
批
判
の
弛
め
に
書
い
た
論
文
．
ハ
U
δ
2
Y

量
ω
量
ω
呈
含
こ
。
u
・
レ
邑
錘
壽
肇
霧
肺
艸
に
於
て
以

下
に
蓮
べ
る
如
き
見
解
を
展
開
す
る
。

　
＊
　
℃
翫
δ
凱
。
℃
薦
皿
o
げ
門
》
一
§
¢
圃
興
・
H
く
■
｝
餌
島
轟
・
い
．
罵
。
需
ε
ω
○
　
研

　
　
載
（
下
村
氏
の
三
二
あ
り
、
哲
畢
研
究
百
七
十
九
瀧
参
照
）
。
以
下

　
　
の
引
粥
文
の
頁
数
ほ
こ
の
論
文
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
彼
は
先
づ
問
題
を
次
の
二
つ
に
分
け
て
提
示
す
心
。

　
（
一
）
物
理
學
に
於
け
る
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
の
適
用
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

通
常
の
直
観
室
閲
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
恒
性
の
偶
然
的
、
性
質
と

の
開
に
必
然
的
聯
関
が
あ
る
か
。

　
（
二
）
わ
れ
わ
れ
の
直
達
室
悶
の
三
次
元
ユ
…
ク
リ
ッ
ド
的
構

造
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
、
若
し
く
は
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
存
立
す
る

か
…
…
（
；
6
一
；
コ
頁
）
－
冒
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ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
は
（
一
）
に
饗
し
て
肯
定
的
に
、
（
工
）
に
封

し
て
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
の
決
定
を
下
す
が
、
こ
れ
と
反
封
に
ベ
ッ

カ
ー
は
「
第
一
の
問
ひ
は
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
は
否
定
さ
る
べ
き

で
あ
り
、
第
二
の
問
ひ
は
ア
プ
リ
オ
リ
と
な
す
方
を
探
る
べ
き
で

あ
る
」
と
一
冨
ふ
（
；
こ
頁
）
。

　
周
知
の
如
く
古
典
物
、
理
學
ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
職
安
が
三
次

元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
ぬ
事
實
で
あ

っ
江
。
カ
ン
ト
の
撃
墜
論
も
基
本
的
に
は
二
み
ー
ト
ン
カ
學
に
壕

っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
相
針
性
理
論
、
量
子
論
等
の
新

物
理
學
の
獲
展
に
よ
っ
て
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
が
適
用
さ

れ
る
に
及
ん
で
、
室
問
の
性
質
が
改
め
て
吟
味
さ
れ
始
め
た
。
経

験
論
者
（
美
里
主
義
者
）
は
以
上
の
事
實
か
ら
カ
ン
ト
の
ユ
1
ク

リ
ッ
ド
室
問
ア
プ
リ
方
リ
設
を
否
定
し
九
の
で
あ
、
る
。

　
日
常
の
縷
験
及
び
古
典
物
理
學
が
知
識
の
進
展
に
よ
っ
て
全

面
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
新
し
き
段
階
の
う
ち
に

止
揚
さ
れ
て
或
制
限
付
き
の
も
と
で
依
然
と
し
て
妥
當
す
る
こ

と
は
科
斗
曳
の
教
へ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

室
間
を
使
用
す
る
古
典
物
理
學
は
入
間
の
裸
の
感
官
が
到
達
す

る
範
園
内
に
於
て
は
、
師
ち
響
動
速
度
が
光
熟
度
に
比
し
て
僅
小

相
封
性
理
論
奄
め
ぐ
る
認
識
諭
的
諸
問
題

で
あ
り
、
恒
星
系
等
の
宇
宙
的
次
元
が
、
ま
た
原
子
内
の
構
造
の

如
き
微
細
な
次
元
が
除
外
さ
れ
ろ
限
り
に
於
て
は
、
要
當
性
を
保

持
し
て
ゐ
ゐ
。
ベ
ッ
カ
ー
は
言
ふ
　
　
「
か
く
の
如
く
し
て
自
然

の
室
間
は
入
間
の
環
境
に
於
て
且
つ
人
群
の
裸
の
感
宮
に
達
し

得
る
正
確
さ
を
以
て
し
て
は
、
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る

こ
と
を
終
局
的
確
認
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
が
尊
母
る
」
（
一
三

一
一
一
三
二
頁
）
Q

　
と
こ
ろ
で
ベ
ッ
カ
ー
に
よ
う
と
経
験
論
者
は
次
の
如
く
考
へ

る
Q

　
古
典
以
後
の
物
理
學
の
獲
展
か
ら
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
想
察
間

形
式
の
適
用
に
到
り
、
か
く
て
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
芦
間
構
造
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
ヘ
　
　
へ

「
人
問
の
近
傍
に
於
て
」
純
粋
に
事
實
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
結
論
し
た
。
も
し
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
室
問
構
造
が
ア
プ
リ
オ

リ
と
す
る
と
き
は
、
翠
に
「
人
間
の
近
傍
」
（
入
問
の
周
園
の
世

界
、
彼
の
彫
塗
の
大
さ
の
稗
度
、
彼
の
裸
の
感
官
の
槻
察
力
）
に
驕

御
す
る
の
み
で
な
く
、
一
般
的
に
全
世
界
室
間
に
封
し
て
大
部
に

於
て
も
小
部
に
於
て
も
安
當
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
こ
れ
は
一
般

相
封
性
理
論
並
び
に
量
子
力
學
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
と
。

　
経
験
論
者
の
ア
プ
リ
オ
リ
設
否
定
の
論
法
は
以
上
の
如
き
も

八
三

「
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哲
學
研
究
　
第
二
百
六
十
入
號

の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
経
．
駒
論
者
は
次
の
如
く
に
考
へ
る
と
ベ

ッ
カ
ー
は
曇
口
ふ
Q

　
「
若
し
わ
れ
わ
れ
の
入
間
的
『
環
境
』
に
於
け
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

的
室
間
構
造
を
経
験
的
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
何
等
強
い
て
宇
宙
的

或
は
原
子
的
次
元
に
於
て
も
こ
れ
を
拘
束
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
理
論
物
理
學
に
於
て
用
ゐ
ら
れ
る
塞
問
幾
何
學
を
次

の
如
く
設
定
す
れ
ば
青
く
十
分
で
あ
り
、
而
し
て
ま
た
全
く
必
要

で
あ
る
。
邸
ち
人
間
的
『
環
境
』
は
十
分
に
近
似
的
に
常
に
ユ
ー

ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
」
（
一
三
墜
頁
）
と
。

　
ベ
ッ
カ
ー
は
こ
の
論
法
に
更
し
て
、
「
こ
の
論
，
謹
は
堅
牢
で
あ

ら
う
か
」
（
一
三
四
頁
）
と
疑
ひ
、
そ
れ
に
反
正
す
る
。
ベ
ッ
ヵ
1

は
言
ふ
。

　
「
右
に
略
逸
し
た
謹
明
法
自
身
に
從
へ
ば
直
接
に
直
観
的
な
古

典
物
理
學
に
用
ゐ
ら
れ
た
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
毛
蟹
間
椿
造
の
『
現

象
』
を
『
救
ふ
』
弛
め
に
は
、
入
間
的
『
環
境
』
が
十
分
近
似
的
に
常

に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
に
し
て
十
分
で
あ
る
」

（
一
三
四
頁
）
。

　
「
そ
れ
故
に
察
闇
形
式
の
選
鐸
は
か
の
事
態
を
受
配
す
る
か
の

…
つ
の
條
件
の
み
に
拘
來
・
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
場

入
四

合
に
猫
ほ
か
の
事
態
が
経
験
的
、
若
し
く
は
本
質
的
に
存
立
す
る

か
否
か
の
問
ひ
を
決
定
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ら
う
か
？
L
（
一

三
四
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
か
く
て
ベ
ッ
カ
ー
は
物
理
學
の
與
へ
る
室
間
の
形
式
は
直
観

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

室
間
の
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
が
先
天
的
で
あ
る
か
、
後
天
的

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
か
の
決
定
に
無
藩
学
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
ラ
イ
ヘ
ン
バ
ヅ
ハ
に
於
て
は
「
若
し
察
問
が
入
間
の
『
近
傍
』
に

　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ね

絶
て
先
験
的
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
到
る

塵
に
於
て
、
『
入
問
か
ら
隔
た
れ
る
』
所
に
煮
て
も
、
原
子
に
於
て

も
星
の
艦
載
に
於
て
も
亦
さ
う
で
あ
る
」
が
、
ベ
ッ
カ
ー
は
こ
の

謹
明
は
ア
プ
リ
オ
リ
の
意
味
を
誤
解
し
た
ド
グ
マ
と
し
て
否
定

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ベ
ッ
ヵ
！
墜
、
室
閣
は
專
ら
入
間
の
近
傍
に
於
て
先
験
的
に
ユ

ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
る
」
（
一
三
五
頁
）
と
し
て
、
こ
れ
は
｝
、
歴
史

的
カ
ン
ト
の
意
見
の
意
味
で
さ
へ
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
と
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

枇
「
カ
ン
ト
は
直
間
が
人
間
の
、
そ
し
て
確
か
に
愚
闇
の
み
の
…

…
純
糎
直
観
の
、
　
『
感
性
』
の
一
形
式
で
あ
る
こ
と
を
敏
へ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
勿
論
ま
た
（
感
性
的
）
経
験
に
於
て
蓬
し
得
る

『
現
象
』
の
総
罷
で
あ
る
限
り
の
『
自
然
』
の
形
式
で
あ
る
」
（
コ
ニ
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五
頁
）
と
読
き
、
カ
ン
ト
の
…
七
七
〇
年
の
就
職
論
文
中
の
有
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

な
言
葉
「
感
動
の
法
則
は
自
然
が
感
官
に
平
し
得
る
限
り
自
然
の

法
則
で
あ
る
だ
ら
う
」
を
典
嫁
と
し
て
引
用
し
て
み
る
（
一
三
五

頁
）
。

　
ベ
ッ
カ
ー
に
よ
る
と
こ
の
「
白
［
鉄
恐
か
感
官
に
屍
刺
す
る
限
り
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
ふ
制
限
は
一
、
『
糞
意
に
属
し
』
な
い
『
自
然
』
の
可
能
を
保
貿
す

る
」
と
（
一
三
五
頁
）
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
『
制
限
』
を
現
代
の
室
間

論
に
持
ち
込
ん
で
來
る
。
一

　
「
カ
ン
ト
の
か
の
注
目
す
べ
き
制
限
の
費
質
的
数
力
を
現
代
の

問
題
献
態
の
燦
光
中
に
引
き
入
れ
て
も
差
支
へ
な
い
と
思
は
れ

る
」
（
＝
二
五
頁
）
。

　
「
重
力
混
播
氣
的
場
や
旋
回
一
或
は
む
し
ろ
旋
回
せ
す
し
て

記
述
し
難
き
仕
方
で
核
の
周
り
の
『
軌
道
』
を
『
燃
す
』
」
一
原
子

中
の
電
子
は
決
し
て
『
感
官
に
薦
す
る
』
『
現
象
』
で
は
な
い
。
然

し
ま
た
そ
れ
は
『
物
自
壊
』
で
も
な
い
。
…
…
…
そ
れ
は
現
象
と

物
自
艦
と
の
猫
自
的
な
中
聞
存
在
者
で
あ
る
」
（
＝
二
五
一
一
三

六
頁
）
。
「
そ
れ
故
に
一
七
七
〇
年
か
ら
の
か
の
カ
ン
ト
の
言
葉
を
獲
展

せ
し
め
る
と
實
際
、
室
間
は
唯
だ
人
間
の
感
性
的
近
傍
に
於
て
の

相
謝
牲
理
論
た
め
ぐ
ろ
認
識
論
的
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

み
ア
プ
リ
オ
リ
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
り
得
、
他
の
場
合
に
は

た
ゴ
そ
れ
に
よ
つ
て
最
初
の
構
造
が
擁
胤
さ
れ
ね
ば
、
任
意
に
非

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
で
あ
り
得
る
、
と
の
命
題
に
導
く
」
（
｝
三
七

頁
）
。
　
以
上
が
ベ
ッ
カ
ー
の
物
理
的
丁
丁
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
の

可
能
な
る
こ
と
の
論
明
で
あ
る
。
彼
は
量
子
論
、
相
場
性
理
論
の

封
象
を
現
實
の
世
界
か
ら
非
感
性
的
世
界
へ
放
逐
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
直
観
察
間
の
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
姓
の
ア
プ
リ
オ
リ

が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
物
理
的
室
間
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
の

可
能
で
あ
る
こ
と
を
保
駁
す
る
。

　
勿
論
こ
れ
の
み
で
は
直
観
室
間
の
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性

の
ア
プ
リ
オ
リ
は
積
極
的
に
は
謹
明
さ
れ
て
は
み
な
い
。
彼
は
こ

の
謹
明
を
、
曲
率
が
零
で
あ
る
こ
と
と
、
次
元
が
三
で
あ
る
こ
と

の
こ
項
に
分
け
て
、
與
へ
て
る
る
が
、
役
の
こ
の
謹
明
が
果
し
て

ア
プ
リ
オ
リ
を
彫
直
し
て
み
る
か
否
か
は
甚
だ
怪
し
い
も
の
で

あ
る
Q

彼
は
直
掘
室
聞
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
（
曲
卒
が
零
）
を
示
す
た

め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
1
）
全
室
間
が
室
闘
要
素
の
等
質
的
籏
張
に
よ
っ
て
成
立
す

八
五矯
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る
こ
と
、
從
っ
て
等
質
性
は
室
問
と
そ
の
要
素
と
の
等
質
性
を
意

味
す
る
こ
と
、
故
に
要
素
が
一
次
的
で
あ
れ
ば
察
闘
霞
身
も
亦
さ

う
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、

　
　
　
イ
ゾ
ト
ウ
ロ
ピ
イ

　
（
2
）
等
方
性
の
要
請
か
ら
（
要
素
的
考
察
に
よ
る
）
塞
間
要
素

が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
（
一
次
的
）
で
あ
る
こ
と
、
を
謹
明
し
よ
う
と

す
る
二
五
〇
…
一
五
一
頁
）
。

　
ベ
ッ
カ
ー
は
言
ふ
。

　
「
こ
れ
ら
の
『
謹
明
』
は
直
観
的
な
室
間
形
成
と
緊
密
に
與
へ

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
山
五
一
頁
）

　
「
〔
（
1
）
に
就
い
て
〕
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
故
に
室
間
は
唯
だ
『
直

観
的
綜
合
』
に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
得
る
こ
と
か
ら
出
獲
す

る
。
直
塗
立
問
の
『
中
心
購
』
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
現

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
ヘ
　
　
へ

象
上
全
然
猫
立
な
蓮
動
可
能
性
を
二
千
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
ス
ラ
ヂ
ォ
ン

　
（
1
）
眞
直
ぐ
に
塞
聞
の
奥
へ
の
蓮
動
（
『
移
　
轄
』
）

　
（
2
）
室
間
の
『
中
心
織
』
、
邸
ち
そ
の
時
そ
の
時
の
観
察
者
の

　
　
　
立
脚
黙
を
固
定
し
て
其
の
場
所
に
お
け
る
廻
韓
。

　
（
－
）
の
蓮
動
は
何
ら
（
2
）
の
蓮
動
を
起
さ
な
い
。
從
っ
て
そ

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
を
　
　
へ

れ
は
方
向
艘
系
を
憂
化
す
る
こ
と
な
く
蝉
茸
す
る
。
（
－
）
の
蓮
動

と
其
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
（
2
）
の
廻
韓
と
を
並
列
さ
せ
る
こ
と

入
篭

に
よ
っ
て
一
つ
の
完
結
し
た
多
角
形
蓮
動
　
　
そ
れ
の
循
環
後
、

方
向
罷
系
は
輝
々
の
角
で
行
は
れ
九
廻
轄
を
顧
慮
す
れ
ば
、
憂
化

な
く
麟
着
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
　
　
が
形
成
さ
れ
る
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
環
象
上
廻
韓
と
全
然
猫
立
な
純
輝
な
『
移

縛
』
中
に
作
用
し
て
み
た
筈
の
伏
在
的
な
韓
向
的
影
響
…
…
…
を

假
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
若
し
（
ブ
イ
ル
と
共
に
）
方
向

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ

移
韓
は
專
ら
微
分
的
な
剛
性
傾
向
に
基
く
。
從
っ
て
一
般
に
出
登

の
方
向
に
復
齢
し
な
い
と
い
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
に
封
し
て
次
の
如

く
答
へ
ら
れ
る
。
帥
ち
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
は
小
部
（
冒
昏
①
劉

β
窪
）
に
於
て
は
測
り
難
き
程
に
小
で
、
謂
は
草
潜
行
症
で
は
あ

る
が
、
然
し
大
部
（
ぎ
9
0
鴇
9
卍
）
に
診
て
は
（
『
積
分
』
に
於
て

は
）
敷
力
を
生
じ
る
微
分
的
剛
性
力
の
不
測
7
6
全
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
し
（
一
五
一
一
一
五
二
頁
）
。

　
「
小
部
に
於
け
る
方
向
移
轄
の
場
合
に
於
け
る
完
全
な
剛
性
は

大
部
に
於
け
る
方
向
の
完
全
な
恒
常
性
を
も
制
約
す
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
も
し
こ
れ
〔
小
部
・
：
…
…
筆
者
〕
に
封
し
て
剛
性
が
嚴
密
に
妥

當
す
る
な
ら
ば
　
　
而
し
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
假
定
せ
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
ら
な
い
、
移
韓
と
廻
韓
と
の
親
壁
上
の
棄
婦
性
は
絶
封
的
嚴
密

に
要
制
す
る
か
ら
で
あ
る
　
　
そ
れ
は
ま
た
（
有
限
の
）
大
部
に
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於
て
も
愛
當
す
る
」
（
一
五
二
頁
）
。

　
こ
れ
は
（
－
）
の
「
謹
明
」
の
前
傘
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
冗
長
な

引
用
文
の
中
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ベ
ッ
カ
…
の
所
謂
ア
プ
リ
オ
リ

の
謹
明
の
手
品
を
看
取
す
る
こ
と
が
醗
猛
る
。

　
ベ
ッ
カ
ー
は
室
間
中
に
中
心
黙
を
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
移
縛
と

廻
韓
と
を
與
へ
て
る
る
が
、
こ
の
蓮
動
乱
る
や
全
く
現
實
の
物
理

的
室
間
に
於
け
る
物
艦
の
力
羅
的
蓮
動
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
で
は
な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
の
駆
動
室
閣
に
於
て
移
轄
と
廻
轄
と

を
云
々
す
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
こ
の
室
間
中
に
現
實
に
物
燧

が
存
在
し
、
こ
れ
の
移
駐
と
廻
韓
と
を
知
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

い
。
純
粋
に
経
験
か
ら
猫
立
に
直
情
再
主
に
於
け
る
廻
韓
移
輕
を

知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
＼
に
は
ア
プ
リ
オ
リ
を
持
ち
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ぬ
ノ
ぞ
ナ
ル

す
画
地
は
存
在
し
な
い
。
ベ
ッ
ヵ
1
は
こ
エ
で
「
現
象
上
」
な
る
言

葉
を
屡
々
使
用
し
て
み
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
言
へ
ば
現
象
上
と

　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
経
験
的
贋
在
的
と
い
ふ
こ
と
以
外
の
も
の
で
は
な
い
．
、
彼
は

『
現
象
上
』
と
い
ふ
言
葉
の
使
用
に
よ
っ
て
、
彼
の
説
明
を
フ
ッ
サ
、

ノ
ル
の
現
象
學
乃
至
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
；
の
哲
學
等
の
ア
．
ブ
リ
オ
亀

リ
ス
ム
ス
に
結
び
付
け
よ
う
と
し
て
み
ろ
。
か
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く

照
葉
の
上
で
の
手
品
に
す
ぎ
な
い
。

相
手
性
理
論
た
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

　
ま
た
彼
は
移
韓
と
三
韓
と
の
猫
立
を
示
す
た
め
に
剛
罷
性
と

い
ふ
概
念
を
導
入
し
て
使
用
し
て
み
る
。
だ
が
こ
の
剛
醍
性
は
現

實
の
或
特
定
の
物
鰹
に
關
す
る
力
學
物
理
學
の
概
念
の
借
用
で

は
な
い
か
。
純
粋
に
観
念
的
に
言
承
性
を
云
々
す
る
こ
と
は
妄
想

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

　
か
く
し
て
ベ
ッ
カ
ー
の
「
謹
㎎
」
は
些
か
も
ア
プ
リ
オ
リ
を
保

、
識
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
直
観
室
間
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
の

ア
プ
リ
オ
リ
を
．
謹
明
す
二
’
9
た
め
に
却
っ
て
其
の
室
間
中
に
或
物

腿
の
リ
ア
ル
な
性
質
、
そ
れ
の
経
験
的
な
諸
性
質
を
基
礎
と
し
て

使
用
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
か
・
る
薄
明
を
以
て
ア
プ
リ
オ
リ
を

保
輸
し
よ
う
と
す
る
の
は
全
く
奇
怪
な
悪
循
環
論
法
で
あ
る
．
、

　
ジ
　
な
ほ
彼
は
（
1
）
の
謹
明
の
後
牟
に
於
て
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
な

立
罷
網
の
構
成
を
持
ち
毒
し
、
（
2
）
の
謹
明
に
於
て
は
「
輩
位
ヴ

．［

N
ト
ル
の
物
悪
霊
は
等
し
き
長
さ
を
持
つ
た
線
要
素
の
廻
韓
」

（
一
五
四
百
ハ
）
影
身
砂
へ
て
る
る
Q

　
ま
た
彼
は
直
奏
察
問
の
三
次
単
性
の
ア
プ
リ
オ
u
．
の
識
明
に

於
て
は
生
物
（
入
手
）
を
持
ち
出
し
て
く
る
。
彼
は
雷
．
幽
。

「
『
室
間
に
於
け
る
』
生
物
（
第
一
に
人
闘
）
は
そ
の
存
在
の
あ
ら

ゆ
る
『
瞬
間
隠
し
於
て
（
爺
の
ら
ゆ
る
具
留
口
的
な
境
遇
に
於
て
・
も
）
一

八
七
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麟
鳳
丁
㎜
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究
　

第
二
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ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

定
の
傾
向
の
も
と
に
、
郎
ち
あ
る
も
の
に
封
ず
る
定
向
性
の
も
と

に
生
き
て
み
る
。
こ
れ
は
室
間
的
に
表
現
す
れ
ば
何
時
で
も
常
に

一
定
の
方
向
が
『
執
ら
れ
る
』
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
し
（
一
五
六
一
，

一
五
七
頁
）
。

　
そ
し
て
こ
の
生
物
の
も
つ
牲
向
か
ら
方
向
「
眞
直
ぐ
前
へ
」
、

「
前
方
し
を
ベ
ヅ
カ
ー
は
ひ
き
駁
し
て
駈
る
。

　
こ
の
三
次
元
性
の
彼
の
謹
明
は
甚
だ
堆
漆
多
蔽
起
わ
九
っ
て

る
る
が
、
そ
の
謹
明
の
性
格
は
以
上
の
一
端
か
ら
も
う
か
ゴ
は
れ

る
で
あ
ら
う
。
彼
は
「
蓮
動
感
彊
的
」
の
言
葉
を
彼
の
「
雪
明
」
に
於

て
屡
々
使
用
し
て
み
る
（
例
へ
ば
一
五
九
頁
を
見
よ
）
こ
と
か
ら

も
分
る
が
、
彼
の
【
、
、
謹
明
」
の
全
章
は
些
か
も
三
次
元
性
の
純
粋
な

ア
プ
リ
オ
リ
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　
要
す
る
に
ベ
ッ
カ
ー
の
直
観
察
間
の
三
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

性
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
「
謹
明
」
は
ま
つ
九
く
現
實
の
物
罷
の
力
學

的
性
質
の
上
に
、
乃
至
は
生
物
の
蓮
動
愚
答
の
上
に
立
て
ら
れ
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
現
實
の
過
程
を
輩
に
ベ
ッ
カ
ー
猫

自
の
現
象
學
的
用
語
に
裂
手
し
九
も
の
が
彼
の
所
謂
「
謹
明
」
で

あ
り
、
彼
が
直
観
室
閥
の
先
験
的
構
造
の
論
謹
と
構
す
る
と
こ
ろ

の
も
の
な
の
で
あ
る
。

く

。ハご

入
ハ

ッ
カ
ー
の
「
・
謹
明
し
の
批
判
は
以
上
の
略
画
に
と
ゴ
め
て
お

　
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
ベ
ッ
カ
ー
が
物
理
的
室
間
を
、
特
に
相
封

性
理
論
の
室
聞
を
如
何
に
理
解
し
た
か
に
あ
る
。
前
蓮
の
如
く
彼

は
こ
の
室
問
を
長
潟
の
感
性
界
か
ら
引
離
し
て
「
全
章
牲
的
」
な

る
も
の
と
轄
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
彼
は
湘
封
姓

理
論
の
野
間
は
直
接
に
は
感
官
の
封
象
と
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る

と
い
ふ
。
勿
論
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
虞
商
が
直
接
的
に
重
壁
さ
れ
る

と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
然
し
ベ
ッ
カ
ー
の
如
く
、
こ
れ
を
現

實
か
ら
引
離
し
て
現
象
の
彼
岸
に
追
ひ
や
る
こ
と
に
は
多
大
の

危
瞼
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

　
相
封
性
理
論
の
室
間
の
雰
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
性
格
は
直
接
に

は
、
ベ
ッ
カ
ー
の
所
謂
「
裸
の
感
官
」
で
は
感
礎
さ
れ
ぬ
が
、
然
し

こ
の
室
聞
の
特
質
は
例
へ
ば
重
力
揚
に
於
け
る
光
線
の
三
曲
と

し
て
、
水
星
の
近
目
鮎
の
移
動
と
し
て
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
赤
方

攣
位
と
し
て
、
望
遠
鏡
に
よ
り
、
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
の
感
性
に
ま
で
も
ち
來
さ
れ
る
で
は
な
い
か
。
ベ
ッ
カ
ー
は

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぶ
　
へ

物
理
的
室
問
に
直
接
的
な
感
性
的
性
質
が
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち

に
こ
の
室
間
と
感
性
的
世
界
と
の
内
的
脈
絡
を
切
断
し
て
も
ま
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ふ
が
、
こ
れ
は
全
く
の
形
式
主
義
的
ド
グ
マ
で
あ
る
。
奮
八
の
と
こ

ろ
物
理
的
察
闇
は
感
姓
的
な
わ
れ
わ
れ
の
下
聞
の
延
長
で
あ
り
、

展
開
で
あ
り
、
ま
た
は
精
密
化
で
あ
り
、
微
細
化
で
あ
る
。
そ
し

て
物
理
的
室
間
は
、
認
識
が
直
接
的
な
感
．
壁
か
ら
實
躍
（
實
験
槻

測
）
を
媒
介
と
し
て
思
惟
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

把
握
さ
れ
る
。
感
性
は
實
践
を
通
じ
て
思
惟
へ
、
そ
し
て
思
惟
の

成
果
は
再
び
實
践
に
よ
っ
て
感
性
に
於
て
槍
謹
さ
れ
る
。
こ
の
認

識
の
雄
図
蓮
動
は
一
廻
六
二
に
自
己
の
内
容
を
豊
富
に
し
て
行

く
。
謂
は
“
藤
野
に
は
認
識
の
螺
旋
蓮
動
が
あ
・
る
。

　
．
そ
し
て
こ
の
蓮
動
ず
る
認
識
の
諸
封
三
間
の
統
一
は
、
認
識
の

黒
虫
で
あ
る
實
在
そ
の
も
の
の
持
つ
猫
立
性
と
統
一
性
に
あ
る

こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
相
識
性
理
論
の
察
聞
が
わ
れ
わ

れ
の
直
観
室
間
か
ら
一
磨
識
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
し
か
も
右
に
蓮

べ
た
如
ぎ
實
験
槻
測
を
通
じ
て
直
接
的
に
感
性
に
ま
で
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
は
（
師
ち
直
観
室
閥
と
物
理
的
察
間
と
の
聯
關
は
）

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

宇
宙
の
物
質
そ
の
も
の
。
か
再
興
室
間
の
う
ち
に
自
己
の
一
側
面

を
露
呈
す
る
と
共
に
ま
た
物
理
的
室
間
の
う
ち
に
自
己
の
内
的

構
造
を
提
示
す
る
（
實
在
そ
の
も
の
の
植
立
性
と
統
一
性
）
か
ら

で
あ
る
．

相
封
牲
難
論
た
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

　
わ
れ
わ
れ
の
分
析
に
よ
れ
ば
捲
間
は
實
在
そ
の
も
の
の
形
式

で
あ
る
．
故
に
こ
の
實
在
の
認
識
さ
れ
る
側
面
の
質
に
慮
じ
て
、

そ
れ
の
現
象
的
表
面
が
感
，
壁
さ
れ
る
か
、
そ
れ
の
本
質
が
思
惟
さ

れ
る
か
に
焦
慮
し
て
、
ま
た
實
在
そ
の
も
の
の
展
望
さ
れ
る
範
園

の
籏
大
乃
至
は
微
細
化
さ
れ
る
に
照
倒
し
て
、
室
間
の
形
態
が
痩

化
す
る
の
は
少
し
も
不
可
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
諸
室
間
形
式
の

間
の
統
一
が
、
こ
れ
ら
を
形
式
と
し
て
持
つ
墨
継
在
そ
の
も
の
の

實
在
的
な
続
一
に
基
礎
を
持
つ
こ
と
も
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ

　
だ
が
「
現
象
學
者
」
ベ
ッ
カ
ー
に
於
て
は
、
認
識
の
展
開
さ
れ
る

に
慮
じ
て
把
握
さ
れ
る
封
象
の
諸
側
面
の
統
一
の
基
礎
が
、
師
ち

實
在
そ
の
も
の
が
峡
如
し
て
る
る
。
だ
か
ら
彼
に
あ
っ
て
は
、
相

騎
馬
理
論
、
量
子
論
等
の
「
物
理
的
室
間
」
は
、
直
観
の
世
界
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

枳
封
的
に
騒
別
さ
れ
る
こ
と
は
直
ち
に
絶
面
的
に
腿
別
さ
れ
る

こ
と
・
な
る
、
か
く
し
て
物
理
的
盗
聞
は
そ
れ
の
居
る
べ
き
場
所

を
見
失
ひ
、
「
現
象
」
と
カ
ン
ト
の
意
味
に
於
て
の
神
秘
的
な
「
物

自
前
」
と
の
中
問
に
浮
遊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る

（
一
三
六
頁
）
。

　
か
く
の
如
く
彼
は
か
の
風
聞
の
實
荘
的
基
礎
（
こ
れ
が
室
間
の

形
式
を
決
定
す
る
H
）
を
看
過
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
認
識

八
九
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哲
學
研
究
第
二
百
六
十
入
號

の
装
展
（
感
性
か
ら
思
惟
へ
の
）
に
つ
れ
て
の
室
間
形
式
の
鎚
曹

の
こ
の
事
實
（
軍
な
b
憂
韓
の
抽
象
的
、
な
可
能
で
は
な
く
）
を
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
相
筋
性
理
論
の
室
問
の
り
ー
マ
ン
的
性
質
の
何
故
に
か
く
あ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

る
か
の
根
縁
を
（
軍
に
か
く
あ
り
う
る
こ
と
で
は
な
く
）
、
解
明
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
彼
の
、
夕
明
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
は
、

物
理
的
室
間
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
．
性
の
輩
な
る
抽
象
的
な
可
能

性
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
性
の
本
質
は
、
そ
れ
の

現
實
的
根
糠
は
彼
の
理
解
力
の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
　
　
十
…

　
相
蜀
性
理
論
の
提
了
し
た
認
識
論
的
諸
問
題
の
全
面
的
展
開

は
、
　
わ
れ
わ
れ
の
小
論
の
よ
く
す
b
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
然
し

こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
拙
い
分
析
か
ら
も
明
か
で
あ
る
が
、
相

封
性
理
論
は
或
論
者
の
屯
挺
す
ろ
戦
き
翠
な
ろ
合
理
的
思
惟
の

所
産
で
は
な
く
、
そ
れ
は
平
着
的
事
實
に
促
迫
さ
れ
て
誕
生
し
、

獲
展
し
、
こ
の
事
實
の
解
明
に
よ
っ
て
自
己
の
眞
理
を
謹
明
し

た
。

謝
謝
性
理
論
は
時
間
室
間
の
イ
デ
ア
．
リ
テ
ー
ト
を
謹
明
す
る

も
の
で
は
な
か
つ
預
。
そ
れ
は
却
っ
て
時
間
察
間
を
物
質
に
結
合

し
、
こ
れ
の
形
式
と
し
た
。

九
〇

　
ま
た
相
封
性
理
論
は
物
理
墨
を
幾
何
學
に
解
毒
し
、
観
念
化

し
、
物
理
的
力
を
解
消
し
て
デ
ィ
ナ
ミ
ィ
ク
を
キ
、
不
マ
テ
ィ
ク
に
韓

化
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
却
っ
て
室
間
の
根
嫁
に
物

質
を
見
出
し
、
こ
れ
ま
で
物
理
的
作
用
と
無
縁
で
あ
る
と
思
惟
さ

れ
た
毒
忌
的
な
る
も
の
も
此
の
作
用
の
威
力
か
ら
自
由
で
な
い

こ
と
を
嚢
齢
し
た
。
キ
ネ
マ
テ
ィ
ク
が
却
っ
て
デ
ィ
ナ
ミ
ィ
ク
と

な
る
こ
と
さ
へ
屡
丸
あ
っ
た
。
か
く
て
幾
何
學
の
物
理
學
化
が

（
そ
の
逆
で
は
な
く
）
行
は
れ
た
。

　
和
封
性
理
論
の
ケ
ル
ン
は
相
封
原
理
で
あ
る
、
こ
の
原
理
は
相

懸
性
と
絶
封
姓
と
を
、
可
無
性
と
不
憂
性
と
を
、
客
観
そ
の
も
の

を
基
底
と
し
て
統
一
し
た
、
）
粗
画
原
理
は
軍
な
ろ
思
惟
の
要
請
に

も
と
つ
く
形
式
的
導
爆
で
は
な
く
、
観
察
か
ら
老
吏
に
存
准
ず
る

鋤
象
自
身
の
客
観
的
本
質
の
把
握
で
あ
り
、
し
か
も
相
封
．
化
を
媒

介
と
し
て
其
の
群
青
的
姓
質
（
本
質
）
が
認
識
さ
れ
る
。
（
冊
封
性

と
相
封
性
と
の
統
二
．
．
現
象
か
ら
本
質
へ
の
認
識
の
深
化
．
）
故
に

相
封
原
理
は
天
下
り
的
に
要
講
さ
れ
て
生
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

絶
え
ざ
る
認
識
と
實
淺
と
の
交
互
作
用
に
よ
っ
て
漸
次
に
確
立

さ
れ
零
、
そ
し
て
相
応
原
理
の
含
む
相
蜀
立
す
る
諸
モ
メ
ン
ト

（
例
へ
ば
湘
…
…
封
と
…
絶
封
、
可
憂
性
と
不
・
恒
性
等
々
）
は
、
鋤
象
そ
の
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も
の
の
う
ち
に
あ
る
獄
丁
す
る
諸
傾
向
の
認
識
の
所
産
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
相
互
に
鋤
抗
す
る
諸
モ
メ
ン
ト
の
干
て
か
、
こ

の
粗
封
原
理
そ
の
も
の
の
展
開
推
進
力
で
あ
っ
九
。

　
相
思
性
理
論
は
も
と
も
と
二
筋
ー
ト
ン
物
理
學
の
含
む
内
的

矛
盾
（
し
か
も
こ
の
矛
盾
は
特
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
物
理
學
の
一
部

門
た
る
電
磁
氣
學
の
難
癖
に
よ
り
激
成
さ
れ
ね
）
の
獲
現
に
端
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

訂
し
て
み
る
。
相
互
に
封
ず
る
個
別
的
制
断
は
ひ
と
ま
つ
特
殊
相

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

封
性
理
論
に
於
て
特
殊
的
判
断
と
し
て
統
一
さ
れ
、
夏
に
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
般
相
慢
性
理
論
に
過
て
普
逼
的
判
断
と
し
て
一
鷹
完
成
さ
れ

た
。
勿
論
こ
の
完
成
は
一
時
的
の
も
の
、
相
鋤
的
の
も
の
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
は
重
力
場
、
電
磁
場
の
続
一
理
論
と
し
て
、
量
子
論
の

相
封
論
化
と
し
て
更
に
新
し
い
段
階
へ
と
歩
み
を
遙
め
て
み
る
。

だ
が
こ
の
新
し
き
進
展
は
こ
の
小
論
の
範
園
外
に
厩
す
る
。

　
と
は
号
μ
へ
、
わ
れ
わ
れ
は
既
に
＋
口
典
〃
的
な
．
か
、
b
－
も
、
ア
イ
ン
ス

タ
イ
ン
相
封
性
理
論
の
認
識
論
的
分
析
を
通
じ
て
、
認
識
論
的
立

場
が
如
何
に
物
理
學
理
論
そ
の
も
の
の
理
解
に
影
響
す
る
か
を

知
っ
た
。
そ
し
て
現
象
の
表
面
に
の
み
固
執
す
る
實
謹
主
義
者
、

理
論
と
實
賎
を
峻
別
す
る
新
カ
ン
ト
主
義
者
等
々
が
如
何
に
禰

封
性
理
論
そ
の
も
の
を
盃
曲
し
た
か
を
も
知
っ
た
。
實
に
茄
封
性

具
罫
性
理
論
た
め
ぐ
る
認
識
論
的
諸
問
題

理
論
の
正
し
き
理
解
に
と
っ
て
は
、
そ
の
理
論
の
も
つ
諸
モ
メ
ン

ト
（
特
殊
と
普
遍
、
相
封
と
絶
色
、
可
耐
性
と
不
愛
性
、
理
論
と
實

験
等
々
）
の
統
一
、
及
び
こ
の
統
一
の
中
心
を
貰
く
客
観
性
そ
れ

自
身
の
把
握
が
不
可
峡
で
あ
る
，
そ
し
て
ま
た
こ
の
理
論
は
古
典

物
理
學
を
二
才
と
し
て
、
そ
れ
の
含
む
諸
矛
盾
を
媒
介
と
し
て
、

そ
れ
を
超
え
て
行
く
入
關
の
認
識
の
進
展
（
現
象
の
表
面
か
ら
本

質
の
核
心
へ
と
）
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
三
八
。
四
。
二
三
　
完
）

　
後
記
　
こ
の
小
論
ぱ
一
九
三
七
年
秋
晩
稿
、
夏
に
今
年
四
乃
に
至
っ
て

　
　
　
多
少
の
攣
更
た
加
へ
れ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
拙
い
論
稿
ぱ
筆
者

　
　
　
の
仙
骨
．
生
活
の
さ
・
や
か
な
結
晶
に
す
ぎ
な
い
。
論
じ
残
し
六

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
。
フ
ラ
ン
ス
導
の
交
獣
（
メ
ー
ル
ソ
ン
。
バ
セ
ラ
ー

　
　
　
期
。
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
。
ヂ
ー
ン
ズ
等
）
及
び
統
　
場
理
論
や
量

　
　
　
子
論
の
粗
封
論
化
に
關
す
る
分
析
ぼ
華
老
の
準
備
不
足
の
ハ
め

　
　
　
他
礒
た
期
し
れ
い
。
ま
六
こ
の
小
論
に
ば
批
評
の
野
象
と
し
六

　
　
　
諸
哲
學
者
の
意
見
に
ひ
き
づ
ら
れ
て
、
著
し
き
轍
系
性
の
不
足

　
　
　
が
見
ら
れ
、
充
分
に
統
一
的
な
認
識
論
的
分
析
か
果
し
得
な
か

　
　
　
つ
六
〇
言
匡
穿
こ
の
小
論
ほ
筆
者
白
身
の
勉
強
の
罷
え
書
き
に

　
　
　
す
・
ぎ
な
い
。
な
ほ
本
稿
を
草
す
る
に
常
っ
て
多
穴
の
援
助
と
教

　
　
　
｝
不
2
砲
蹴
（
へ
ρ
り
れ
れ
束
・
北
鵡
叩
大
…
数
學
、
物
理
學
教
竈
の
諸
先
生
、

　
　
　
及
び
先
墨
諸
兄
、
特
に
テ
〃
ス
ト
を
貸
興
さ
れ
た
三
宅
先
生
及

　
　
　
び
丁
氏
、
問
題
の
所
在
た
指
示
さ
れ
む
田
邊
先
生
に
厚
く
感
謝

　
　
　
し
皮
す
。

九
一


